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市　立　札　幌　病　院

　特定臨床指標５

がん患者へのリハビリテーション処方

がん患者へのリハビリテーションの提供

・がん患者のリハビリテーションの処方

を診療科別に集計する

P
・啓蒙活動を行う

D

・処方の動向（診療科の変化や処方数の

増減）を確認、カンファレンスをする

C
・ ・対応が必要な診療科やがん種別への対応、がんの

リハビリテーション研修会への参加調整、および

がんリハ実践報告会の開催企画を行う

A

がん治療の目覚ましい進歩により、がんが“不治の病”であった時代も一昔前であり、今や“がん

と共存”する時代です。

がんのリハビリテーションは、がんやがんの治療による体への影響に対する回復力を高めるほ

か、残っている体の能力を維持・向上させる効果が期待されます。また、通常のリハビリテー

ションは何らかの障がいが起こった後に行われるのが一般的ですが、がんリハビリテーションは

がん治療によって生じる障がいを防ぐことも重視されているため、各診療科の治療と並行して実

施することが特徴です。

当院は地域がん診療拠点病院の指定を受けており、多岐に渡るがん患者さんの治療を行ってい

ます。医師や看護師、関係職種と医療チームを組み、多くの診療科におけるがん治療に合わせて

リハビリテーションを提供しています。

血内 外科 泌尿 呼外 呼内 消内 放射 乳外 耳鼻 産婦 歯科 緩和 形成 脳外 他

2022年 318 209 107 97 76 97 72 15 28 1 5 3 2 11

2023年 313 200 118 98 92 92 88 45 23 20 9 6 6 4 15

0

50

100

150

200

250

300

350


